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台
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一
九
三
観
年
九
月
二
H
よ
り
七
H
ま
で
プ
ラ
ー
グ
に
於
て
開
か
れ
る
第
八

剛
國
際
哲
箪
大
息
は
、
総
て
の
哲
學
の
專
門
家
の
み
な
ら
す
、
沓
自
の
聡
慧

圏
内
に
從
証
し
な
が
ら
哲
墨
に
中
心
為
拝
芝
ら
れ
．
る
諸
氏
の
参
加
た
要
毒
し

て
み
ろ
◎
本
會
ば
県
警
の
善
様
的
統
一
な
護
示
し
、
　
か
の
プ
ラ
》
ー
ン
が
説

け
る
翠
黛
の
世
界
支
醗
と
い
ふ
使
命
に
野
寸
る
我
々
の
儒
念
な
新
に
し
、
思

想
界
に
於
け
る
最
近
の
進
歩
な
報
甚
し
、
倉
員
の
自
聖
な
る
論
議
に
よ
つ
て

特
來
哲
學
の
灘
む
べ
寄
・
近
証
明
か
に
ぜ
ん
と
す
ろ
Q

　
か
・
る
憲
鋤
に
よ
っ
て
…
囲
か
れ
る
大
前
の
一
聯
的
論
題
と
し
て
、
（
一
）
自

然
科
學
の
隈
界
、
（
二
幽
認
識
に
封
ず
ろ
論
理
的
分
析
の
意
義
、
（
三
）
記
述
的

及
び
規
赫
的
枇
禽
諸
科
學
、
（
四
）
宗
敏
と
暫
學
、
（
凱
）
畏
詑
主
義
の
危
欝
、

（山

n）

S
理
墨
・
及
び
潭
駅
育
藁
の
諸
問
題
、
（
・
七
冒
現
代
に
．
於
け
る
折
日
田
ナ
の
｛
襖
命
、

が
賜
げ
ら
れ
て
る
ろ
。

　
一
九
〇
〇
年
巴
里
に
於
で
は
じ
め
て
開
か
れ
、
　
　
九
〇
四
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

に
、
一
九
〇
八
年
ハ
イ
デ
ル
ペ
ル
〃
に
、
　
九
…
二
年
瀞
ロ
ェ
ア
に
、
大
戦

後
一
九
二
四
年
ナ
ポ
婆
に
、
～
九
二
六
年
ハ
ー
ヴ
ー
ド
に
、
　
九
三
〇
年
牛

津
に
禽
為
重
れ
ろ
こ
と
既
に
七
幽
、
我
が
國
に
於
て
も
古
く
か
ら
「
萬
國
哲

維

學
會
し
の
名
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
本
大
匙
が
、
學
潜
の
國
際
的
協
力
に
よ
っ

て
當
初
の
獄
的
秘
露
戊
さ
れ
、
そ
の
輝
・
か
し
い
歴
吏
に
糀
脆
…
ば
し
い
成
墨
為

牧
め
ら
れ
ん
こ
と
な
切
書
し
て
巳
ま
な
い
。

　
因
に
本
三
曾
へ
の
由
嵩
込
に
U
O
肖
く
O
胃
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呪
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緊
①
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プ
∬
m
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無
O
切
く
蟹
H
．

　
叫
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＜
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準
簿
宛
の
こ
と
。買

ー
レ
ン
ツ
著
作
集

、
最
近
孚
世
紀
程
理
論
物
理
學
の
研
究
が
、
そ
の
廣
さ
に
於
て
叉
濃
さ
に
於

て
、
輿
訂
し
い
灘
展
か
繋
げ
六
薄
代
ぼ
な
い
。
そ
し
て
、
口
；
レ
ン
ソ
（
一
入

五
三
　
　
一
九
二
入
海
）
こ
そ
、
こ
の
五
十
年
間
に
物
理
學
が
甦
ん
だ
謎
た
、

自
ら
歩
ん
だ
人
で
あ
る
。
乱
髪
の
主
要
な
問
題
で
．
被
の
研
究
の
欝
象
と
な

ら
な
か
つ
象
も
の
に
殆
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
叉
、
如
飼
な
る
都
門
に

於
て
も
、
彼
に
王
立
の
威
嚴
為
以
て
論
題
と
方
法
と
た
支
落
し
て
ゐ
六
Q
併

し
、
勢
に
彼
が
指
慰
春
の
位
艶
紅
占
め
カ
の
ば
、
自
ら
か
開
い
六
難
子
理
論

に
よ
る
電
磁
氣
學
及
び
光
學
的
現
象
の
研
究
で
あ
る
。
　
こ
の
分
野
に
於
て
、

彼
に
マ
ッ
ク
ス
エ
ル
の
電
磁
気
の
後
三
者
で
あ
り
、
ア
イ
ン
シ
訊
タ
イ
ン
の

相
鮒
牲
理
論
の
先
．
騙
者
で
あ
っ
糞
。

彼
ほ
そ
の
著
露
に
於
て
、
濫
匠
の
名
乃
恥
か
し
め
な
い
、
被
の
諸
鰐
趨
、

そ
れ
か
攻
究
す
る
充
杢
な
方
法
、
そ
の
解
決
、
未
解
決
な
諸
問
題
の
俊
敏
な

定
立
な
示
し
て
み
ろ
。
併
し
球
分
で
手
恥
入
れ
て
綴
版
し
象
論
文
集
講
演
集

に
い
に
貸
完
贋
砿
る
彼
の
釜
な
見
ぜ
る
の
み
で
、
そ
れ
ら
に
よ
つ
て
に
彼
が

歩
ん
だ
辛
瞥
の
蓮
ぱ
謄
さ
れ
て
る
る
。
六
穿
、
彼
の
藩
論
丈
の
あ
り
し
ま
、

一
〇
五



loe，

哲
學
研
究
　
第
二
脊
十
附
鷺

の
集
成
の
み
が
μ
塾
如
’
何
に
．
・
し
て
ロ
ー
レ
ン
ソ
が
炭
長
し
た
か
、
　
又
加
〃
何
に
，
し

て
物
理
學
が
彼
と
共
に
成
長
し
六
か
存
示
す
で
あ
ら
う
。
例
之
、
一
入
九
〇

年
頃
の
諮
冷
静
を
嗣
時
代
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ヘ
ル
ツ
の
研
究
と
比
較
し
、

そ
れ
か
ら
、
｝
方
彼
自
身
の
五
位
論
丈
（
…
八
七
五
年
）
な
簡
顧
す
る
と
典

に
、
他
方
数
年
後
（
一
八
九
賜
一
：
一
九
〇
四
年
）
に
繊
た
蓮
勤
鞍
に
噛
す
る

電
磁
氣
學
的
及
び
発
學
的
諸
理
論
た
期
待
す
ろ
こ
と
が
撮
來
る
Q
　
又
、
ロ
…

レ
ン
ソ
の
ホ
｝
ル
致
果
に
闘
す
る
論
丈
（
一
入
八
…
四
年
）
ぱ
、
カ
メ
ル
蓼
ン

ク
σ
オ
ン
ネ
ス
為
電
磁
…
光
墨
に
…
即
す
る
研
究
に
導
寄
＼
一
て
れ
辱
ば
か
の
セ
ー
マ

ン
茄
僑
栄
の
望
見
（
一
八
九
六
年
）
に
側
管
因
秘
蹴
ハ
へ
た
が
、
併
一
し
、
こ
の
嚢
見
な

く
し
て
に
、
　
ロ
ー
レ
ン
ソ
の
最
も
貴
重
な
研
究
の
一
で
あ
ろ
セ
ー
マ
ン
敷
果

の
理
論
は
成
立
し
な
か
つ
索
で
♪
‘
9
ら
う
。

　
こ
の
偉
大
な
墨
潜
を
記
念
す
べ
寄
｝
モ
ヌ
メ
ン
｝
で
あ
ら
う
と
す
る
本
葉
作

集
に
、
未
だ
書
班
の
形
で
現
れ
て
み
な
い
論
文
の
総
て
た
包
台
し
、
全
九
巻

よ
リ
成
ろ
。
そ
の
中
最
後
の
慧
燈
ば
講
演
集
に
充
て
ら
れ
て
み
ろ
。
學
位
論

交
ば
和
蘭
語
の
外
に
、
佛
諜
為
附
ぜ
ら
れ
る
が
、
他
の
學
問
的
な
論
文
に
組

て
英
、
佛
、
掲
語
の
何
れ
か
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
み
ろ
。
編
輯
者

に
セ
ー
マ
ン
、
エ
…
レ
ン
フ
濫
ス
｝
、
フ
ォ
ッ
ケ
〃
の
三
教
授
で
あ
ろ
。

　
各
巻
三
五
〇
乃
董
四
〇
〇
頁
よ
り
成
り
、
分
萱
も
可
能
で
あ
ろ
。
（
二
挺
一

〇
、
霧
装
一
目
ギ
ュ
ル
デ
ン
σ
併
し
、
全
集
の
三
型
者
艮
杢
巻
七
五
叉
に
九
〇

ギ
ュ
ル
デ
ン
の
特
瓶
ハ
な
み
屑
ず
－
る
Q
…
弟
一
巻
ば
既
に
増
刊
戸
灯
さ
れ
辱
六
〇

　
　
〇
2
謹
窃
（
穿
δ
蕊
雰
箒
〇
一
嗣
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3
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曇
窪
。
＝
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欝
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ざ
箕
『
剛
肖
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》
巳
暦
○
誘
幕
N
・
　
冨
皿
O
♂
δ
貯
ヨ
窪
「
岡
卦
＝
3
、
o
“
㌶
つ
三
ヨ
⑦
署
望
｝
o
糞

一霞

ｫ
デ
ィ
ル
タ
イ

…
〇
六

　
掴
人
の
恩
讐
に
ぜ
よ
、
一
般
的
な
精
聯
単
動
に
ぜ
よ
、
無
実
的
衣
在
の
生
成

期
の
研
究
に
耽
る
こ
と
ほ
、
哲
上
覧
と
し
て
又
歴
奥
家
と
し
て
の
デ
ィ
ル
タ

イ
の
特
異
な
學
風
の
一
つ
存
な
す
も
の
で
あ
っ
康
。
彼
ぽ
、
或
ろ
性
格
が
熊
成

さ
れ
、
異
れ
る
諸
二
二
が
襲
撃
し
〆
＼
…
つ
の
全
盤
に
ま
で
高
め
ら
れ
ろ
薄

端
に
齎
賛
し
六
Q
實
際
、
蝿
初
か
知
る
こ
と
ほ
全
纏
為
知
る
こ
と
で
あ
ろ
。

被
の
へ
ー
グ
ル
及
び
シ
ュ
ラ
イ
エ
レ
マ
ッ
へ
沙
の
青
年
期
の
研
究
ほ
、
か
く

の
如
き
乱
心
か
ら
蒲
手
さ
れ
れ
の
で
あ
ら
う
。
デ
ィ
ル
タ
イ
が
そ
れ
ら
に
於

て
示
し
六
方
法
に
從
っ
て
、
倒
懸
ら
の
ユ
ー
グ
ン
｝
。
ゲ
シ
ヒ
テ
な
書
く
こ

と
に
今
臼
我
々
に
と
っ
て
興
昧
の
深
い
も
の
で
あ
ら
う
。

　
尤
も
彼
ほ
長
い
鷹
涯
の
経
験
に
よ
つ
て
著
し
い
獲
展
存
雪
げ
、
彼
の
多
く

の
未
完
成
に
終
つ
距
著
作
と
そ
れ
等
に
欝
す
る
改
稿
の
草
案
と
ロ
、
日
々
薪

に
學
び
つ
・
老
い
行
く
彼
の
姿
為
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
餅
し
彼
の
哲
學
の

二
二
問
題
と
思
想
の
垂
髪
と
に
、
既
に
膏
年
期
に
於
て
現
れ
、
彼
の
一
盃
の

課
題
と
將
來
の
研
究
の
計
濫
と
に
決
定
さ
れ
て
る
療
。
貧
際
、
彼
自
ら
が
語

つ
糞
と
い
ぼ
れ
る
如
く
、
彼
の
一
座
の
飼
造
ぱ
、
本
來
的
に
は
、
彼
の
少
駐

時
の
患
索
と
計
霊
と
の
遂
行
に
過
ぎ
な
か
つ
糞
の
で
あ
る
Q

　
併
し
、
我
々
が
こ
の
噂
代
の
デ
ィ
ル
タ
イ
に
就
い
て
知
り
得
る
こ
と
に
あ

ま
り
に
も
湖
限
さ
れ
て
る
カ
Q
尤
も
、
　
一
入
五
四
i
六
四
年
聞
の
日
記
の
選

粋
ぽ
「
エ
チ
カ
」
の
名
の
下
に
凸
版
さ
れ
て
に
る
カ
が
、
今
a
我
々
の
容
易
に

入
手
し
得
る
も
の
で
ば
な
か
つ
六
G
し
か
ろ
に
、
昨
年
デ
ィ
〃
タ
イ
症
誕
百

年
を
註
し
て
、
二
つ
の
感
謝
す
べ
き
常
磁
ハ
が
な
さ
れ
て
る
ろ
。
　
邸
ち
一
つ
ほ
、

彼
の
嬢
ク
ラ
ー
ラ
・
ミ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
、
多
数
残
潔
す
る
書
簡
中
彼
の
著

キ
・
舶
脚
奄
斑
ハ
へ
る
に
冒
滴
｝
し
い
と
・
、
ろ
の
一
五
五
説
に
、
彼
の
臼
詑
の
抜
準
た
附
…
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し
て
、
「
著
き
デ
ィ
ル
タ
イ
」
の
名
の
下
に
公
に
さ
れ
ハ
ト
。
そ
れ
α
、
彼
の
學

生
蒔
代
の
初
（
一
八
垂
一
年
）
か
ら
、
彼
の
最
初
の
竪
蔀
な
著
作
、
シ
ュ
ラ
イ

エ
ル
岬
、
ッ
ヘ
ル
嫁
の
醗
版
（
一
八
七
〇
年
）
に
至
う
ま
で
の
彼
の
盃
貌
か
示
し

て
み
ろ
Q
他
ほ
、
伯
林
學
士
院
の
報
告
の
一
実
と
し
て
、
公
に
さ
れ
糞
一

八
｝
血
九
一
轟
ハ
四
年
斜
脚
に
於
磁
り
る
、
同
伽
卿
の
識
日
纒
一
家
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
。
シ
ヨ
ル

ツ
と
そ
の
妻
ル
イ
ー
セ
宛
の
書
鯵
集
で
あ
ろ
。
　
こ
れ
ら
の
書
蒲
集
に
於
て
既

に
、
「
骸
験
と
詩
」
「
掲
逸
文
學
及
び
音
樂
考
」
の
著
者
の
藝
衝
に
封
ず
る
鋭
き

理
解
が
現
睡
れ
て
る
る
Q

　
併
し
、
我
々
の
臆
意
な
最
も
妬
く
も
の
ロ
、
彼
の
卓
紹
ぜ
る
人
格
の
中
に

噂
代
奄
愚
が
映
さ
れ
て
み
ろ
こ
と
で
あ
ろ
。
そ
れ
ば
、
か
の
ニ
イ
チ
ェ
が
、

「
覇
蓮
哲
學
の
蜜
鴛
」
と
呼
ん
だ
講
堂
論
証
學
、
形
口
上
學
鰹
系
に
欝
す
る
反

抗
の
盛
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
、
霞
然
科
學
、
唾
物
論
、
細
説
主
義
、
相
野
主

義
の
暗
代
で
あ
り
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
づ
ン
ト
、
ミ
〃
、
ス
ペ
ン
サ
…
等

が
思
想
界
に
雪
雲
し
て
ゐ
カ
。
哲
學
に
黒
塗
學
の
結
果
な
紐
織
し
、
統
一
し
、

或
は
そ
の
基
礎
な
据
ゑ
る
「
雪
笹
學
の
下
調
」
で
あ
る
地
位
に
臨
さ
れ
、
あ
ま

り
に
も
甚
だ
し
い
蓮
命
の
韓
攣
な
歎
か
れ
ば
な
ら
な
か
つ
六
。
併
し
、
物
質

で
は
な
い
亦
在
が
あ
り
、
再
然
法
長
で
ば
な
い
法
則
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
た

欝
象
と
す
ろ
科
學
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぜ
。
か
・
る
晧
期
に
囑
逸
歴
史
露
華

に
蓄
え
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
學
ん
だ
酋
後
の
伯
林
大
貫
の
幾
多
の
輝
・
け
る
爽
家

に
勝
て
そ
の
頂
黙
に
齢
し
て
み
れ
Q
彼
が
、
そ
れ
ら
の
學
者
か
ら
決
定
的
な

影
響
葎
受
け
六
こ
と
は
、
後
年
彼
白
ら
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
O

　
カ
ル
ヅ
ィ
ン
派
の
牧
師
の
家
に
生
れ
、
允
來
禦
職
に
就
く
こ
と
に
な
っ
て

ゐ
糞
彼
感
、
鍛
年
閲
冒
爆
理
へ
の
数
蝋
情
な
撫
「
げ
エ
バ
聯
學
に
し
μ
満
さ
れ
す
、
哲
隙
争

録

へ
向
ふ
に
至
つ
カ
と
告
自
【
し
て
み
る
Q
配
跳
に
一
入
一
物
○
年
の
日
記
に
’
よ
れ
「
ば
、

彼
1
／
宗
教
的
な
る
生
の
最
も
内
な
う
も
の
為
歴
史
に
於
て
理
解
ぜ
ん
と
欲

し
、
西
洋
の
基
督
教
父
世
界
槻
の
歴
史
と
、
哲
學
的
宗
教
的
（
詩
作
的
）
精
融

の
、
諸
磯
系
の
生
成
の
歴
史
酌
（
心
理
學
的
）
包
括
に
よ
う
、
批
判
的
研
究
と

為
討
霊
し
、
そ
れ
怨
、
我
々
の
歴
史
的
・
誓
曲
面
慢
界
鋼
に
基
く
「
新
し
き

純
粋
理
性
の
批
判
」
で
あ
ら
し
め
よ
う
と
す
る
Q
同
じ
年
の
貯
記
に
「
現
代
猫

逸
精
淋
の
動
向
に
人
間
を
本
質
的
に
歴
更
附
な
存
在
と
一
て
把
捉
す
ろ
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
・
る
存
在
ば
糞
ダ
祉
會
に
於
て
の
み
偏
在
す
る
Q
か

、
る
諸
磯
會
の
認
識
に
よ
っ
て
、
宗
敏
的
職
會
的
思
想
の
諸
数
界
は
、
再
び

生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
み
る
。
か
く
し
て
、
歴
更
畢
な

そ
の
杢
部
門
に
亙
っ
て
包
含
寸
、
う
と
岡
蒔
に
、
人
間
と
証
禽
と
に
鯛
す
ろ
盤

系
的
諸
諸
學
た
も
含
む
と
こ
ろ
の
、
彼
自
ら
が
［
，
燐
聯
科
學
」
と
呼
ん
だ
講
科

學
の
有
機
的
統
…
た
臼
指
す
に
至
つ
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
d
鍔
㎞
毎
薦
o
d
一
三
回
曙
鱒
目
一
浮
ピ
。
落
塁
ぽ
己
ぎ
　
切
工
。
欝
圃
二
塁
血
　
↓
薦
甲

　
ぴ
（
ぢ
げ
碧
［
こ
お
踏
i
H
o
O
ざ
●
N
一
国
彗
〕
ヨ
9
篶
。
。
量
一
コ
・
o
＝
Ω
ρ
讐
該
誌
畠
σ
Q
9
．

　
り
隅
剛
簿
2
・
轡
Φ
骨
臥
σ
Q
脅
ご
J
o
門
閂
ヨ
”
奔
O
‘
日
、
o
¢
び
琴
同
．
男
葺
噂
Φ
．
Q
蔭
O

　
　
じ
ご
一
、
ぽ
8
づ
認
一
ゴ
9
ヨ
編
）
剛
一
け
一
お
景
巴
β
翻
。
萎
び
”
益
μ
ニ
リ
無
β
土
器
o
Q
o
ン
。
一
磐

　
舅
諺
一
八
。
。
濠
・
累
諄
㈹
簿
色
雰
．
o
＝
ω
一
」
q
爵
コ
、
●
9
0
Q
魯
巴
2
げ
舞
㈹
●
（
ω
〇
四
孟
。
マ

　
磐
碗
σ
q
鋤
）
⑦
門
二
易
匹
窪
鎗
門
N
琶
隅
瓦
）
（
滋
。
ぼ
Φ
鐸
二
奪
男
器
器
。
。
認
。
び
窪
》
叶
p
篇
2
凱
㊦

　
紆
増
ノ
〈
一
二
。
驕
。
剛
霞
㌘
①
幽
ゴ
　
＝
錘
㍉
㌶
浮
男
一
白
騙
ρ
H
O
器
．
〆
）
じ
づ
。
「
一
…
閥
に

　
ノ
く
巴
8
憎
α
0
9
，
量
8
門
卿
0
9
ズ
導
◎
避
3

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
〃
全
集
の
綾
刊

一
〇
七
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哲
學
研
究
　
纂
二
百
十
四
號

　
轡
ら
く
中
羅
し
て
ゐ
宏
ド
イ
セ
ン
版
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
全
集
に
昨
秋

第
十
五
巷
た
聡
し
ぬ
Q
そ
れ
ば
譲
鮪
集
第
二
稔
で
あ
り
、
彼
の
晩
年
十
二
年

悶
に
於
け
ろ
往
復
書
簡
か
含
ん
で
み
る
。
辮
ほ
、
講
侮
に
封
ず
る
註
繹
煎
び

に
紐
索
引
ぱ
近
く
刊
行
た
豫
関
し
て
み
ろ
最
後
の
…
巷
に
護
っ
て
み
ろ
。

　
そ
こ
に
我
々
が
見
嵩
す
の
ば
、
あ
ま
り
も
添
弾
酌
な
勲
シ
3
ー
ペ
ン
ハ
ウ

エ
ル
の
姿
で
あ
る
Q
　
参
酌
に
あ
り
し
彼
と
、
彼
の
哲
學
が
設
け
ろ
人
聞
の
理

癬人

I
な
豫
と
の
あ
・
訳
り
に
・
も
甚
だ
し
さ
・
乖
離
で
あ
る
O
彼
の
折
q
恩
争
に
從
へ
ば

個
髄
化
の
原
理
ぱ
現
象
界
の
假
象
で
あ
り
、
嶽
己
中
心
主
義
ば
　
切
の
不
濫

徳
の
根
源
で
あ
る
。
己
の
嗣
胞
為
己
撫
ら
と
感
じ
、
彼
に
奉
仕
し
、
彼
と
の

内
的
結
合
に
到
る
の
が
蓮
徳
的
善
で
あ
る
。
し
か
ろ
に
、
彼
の
書
簡
ほ
、
利

已
的
齪
慮
の
表
現
以
外
の
醤
物
で
も
な
い
。
物
質
的
幸
爾
に
封
ず
ろ
念
願
、

疫
病
な
荊
に
し
て
の
傷
し
き
不
安
，
自
己
の
署
作
の
篭
目
に
關
す
る
ほ
か
な

き
希
黎
、
悪
と
る
に
…
疋
ら
ぬ
批
”
詐
ん
鞠
さ
へ
加
凧
縫
ふ
心
、
こ
れ
等
ぱ
、
由
煙
幕
の
・
世

界
な
超
越
し
糞
哲
學
巻
り
明
澄
な
静
安
の
欝
雛
的
な
あ
り
方
で
あ
る
。
世
の

磁甜

墲
ﾈ
蓬
㎝
観
し
販
κ
牌
雷
の
老
哲
學
看
ば
、
血
蝋
爲
に
鷹
毒
溢
凝
ら
へ
ん
こ
と
た
さ
へ

滅
弗
っ
て
み
る
◎
堂
口
館
剛
た
揃
｝
じ
て
見
ら
・
れ
．
ろ
シ
欝
ー
ペ
ン
ハ
ウ
鵬
ル
ば
、
同
国
｝

に
封
ず
る
愛
を
全
く
難
く
、
利
己
的
な
哺
鋼
の
市
民
に
過
ぎ
な
い
。
彼
に
よ

っ
て
ほ
、
裏
心
か
ら
の
、
や
さ
し
い
需
葉
に
決
し
て
語
ら
れ
す
、
愛
と
友
嬉

の
關
係
ぽ
少
し
も
見
梼
さ
れ
な
い
。
曽
て
れ
に
孤
濁
の
哲
服
・
者
の
左
M
准
の
驚
く

べ
さ
轟
撹
山
曝
と
れ
ま
し
ひ
の
貧
陽
と
の
恐
ろ
べ
き
読
櫨
で
あ
．
ろ
。

　
さ
て
、
こ
の
哲
學
と
鷹
滑
と
の
薦
離
ほ
侮
に
黒
黒
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

被
の
「
意
志
と
炎
象
と
し
て
の
世
界
」
の
思
想
建
築
ほ
，
狭
小
重
る
自
我
存
超

越
ぜ
ん
と
す
る
實
践
曲
努
力
か
導
く
、
峻
嚴
な
る
藩
理
の
産
物
に
蓮
ぎ
獄
か

…
○
八

つ
庶
Q
彼
か
若
く
し
て
案
腿
し
糞
こ
の
世
界
像
ぱ
、
彼
の
生
活
の
外
に
猫
立

自
擁
す
ろ
一
つ
の
霧
在
で
あ
り
、
そ
し
て
被
の
生
活
ぱ
、
そ
れ
な
ば
博
い
護

書
に
よ
つ
て
得
象
新
し
い
論
詮
、
設
羅
、
引
梢
磐
に
よ
っ
て
整
備
す
る
こ
と

に
湖
足
し
た
。
彼
ぱ
、
点
る
べ
寿
・
諸
世
紀
に
、
決
定
的
な
帰
心
葱
方
向
た
輿
へ

得
る
世
界
繰
た
建
設
し
糞
と
自
負
し
て
ゐ
カ
が
、
彼
ぱ
一
つ
の
學
派
た
も
有

ぜ
す
、
徒
に
再
築
た
滅
却
す
る
月
々
乗
ろ
並
從
看
た
田
す
に
過
ぎ
な
か
つ
距
。

人
間
と
し
て
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
と
愛
読
活
と
し
て
の
シ
冨
…
ペ
ン
ハ

ウ
エ
ル
と
ぱ
正
し
く
、
人
間
の
嵐
活
態
度
の
嘱
極
悪
で
あ
ろ
。
そ
し
て
、
そ

の
磁
極
端
た
通
じ
う
も
の
ほ
、
ニ
イ
チ
ェ
が
「
獣
と
紳
と
の
閣
　
の
橋
し
と
呼
ん

だ
も
の
、
邸
ち
同
時
に
こ
の
二
つ
の
領
域
に
製
す
ろ
人
魚
の
本
質
で
あ
る
。

　
　
b
三
毎
汽
G
Q
。
8
隠
影
算
【
お
臓
ノ
く
巳
（
。
．
誕
誘
囚
。
ゴ
回
）
融
差
d
o
誤
。
，
2
・
ゆ
焦
・

　
譲
“
］
）
曾
切
蔦
Φ
ぞ
o
o
旧
誤
。
一
｝
尻
斤
ぎ
樽
ω
o
綱
。
箸
三
乱
国
重
工
・
霞
議
α
q
．
く
・
》
箆
＝
ρ
艦

　
二
躊
望
。
剛
｝
0
7
綴
（
嗣
・
挿
駕
貯
口
。
剛
器
『
》
9
鷺
剛
）
窮
卿
0
9
馨
づ
δ
逡
ダ
男
ヨ
・

　
戸
o
D
■
O
O

ヘ
ー
ゲ
ル
。
レ
ク
シ
コ
ン

　
グ
ロ
ッ
〃
黒
影
編
網
念
版
ヘ
ー
ゲ
ル
垂
集
に
、
そ
の
補
巷
と
し
て
ヘ
ー
ゲ

ル
・
ソ
〃
シ
ロ
ン
奄
塾
す
こ
と
な
豫
帰
し
て
ゐ
六
が
、
今
度
そ
の
計
叢
の
詳

継
准
焚
表
し
六
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
作
ほ
、
そ
の
思
懸
の
本
性
上
、
レ
〃
シ
フ
ィ
ソ
ィ
ソ
ン
ー
難

い
も
の
で
ン
6
9
る
。
又
、
還
な
る
八
名
及
び
件
名
索
環
の
如
き
ば
、
直
ダ
停
菰
的

な
る
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
に
役
立
つ
の
み
で
あ
ら
う
し
、
或
は
へ
言
ゲ
ル
の
精
憩

に
躍
然
反
す
る
結
果
為
招
來
す
る
か
も
知
れ
な
ぜ
。
特
に
彼
に
於
て
不
可
分
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離
的
で
あ
る
歴
史
的
叢
び
に
碑
…
系
的
研
究
に
嚢
献
ぜ
ん
が
六
め
に
に
、
輩
な

る
ソ
ギ
ス
テ
ル
で
ほ
な
く
し
て
、
有
蝉
n
的
統
一
を
（
怯
ぜ
ろ
レ
ク
シ
コ
ン
が
…
川

越
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
個
々
の
章
句
な
容
易
に
嚢
見
一
得
う

の
み
な
ら
す
、
そ
の
乱
文
な
鍋
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
重
要
概
念
そ
の

も
の
に
よ
る
彼
の
思
差
拶
展
の
研
究
、
辮
系
の
異
れ
ろ
叙
蓮
の
蕉
確
な
比
較

も
可
能
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
本
書
匹
輩
な
る

選
考
思
草
力
る
に
止
ら
す
、
叉
讃
ま
れ
る
僻
書
で
め
ら
う
と
す
ろ
。

　
こ
の
書
ほ
杢
集
貨
二
十
三
－
五
巻
怨
構
成
し
、
十
二
分
鰻
よ
り
成
ろ
Q
一

分
冊
響
μ
…
○
瀞
ー
ゲ
ン
な
含
む
か
ら
薯
杢
撚
…
で
に
一
九
〇
〇
甲
員
た
趨
え
ろ
で

あ
ら
う
。
各
分
灘
ぽ
三
ヶ
月
侮
に
獲
行
さ
れ
ろ
操
定
で
。
杢
集
操
約
者
は
新

に
串
込
な
要
ぜ
す
、
…
分
慨
八
馬
克
で
難
本
さ
れ
る
。
爾
レ
ク
シ
コ
ン
の
み

の
擦
約
者
に
に
一
分
鷲
九
馬
克
で
提
供
さ
れ
る
。

　
　
畿
8
0
7
H
お
己
犀
9
ピ
　
／
矧
9
岡
＝
ゆ
導
二
三
μ
O
一
〇
〇
卸
回
興
　
（
賦
（
磯
㊦
『
ω
ヨ
一
㌘

　
一
…
o
ぎ
タ
醍
〇
二
（
o
・
H
喜
…
響
§
・
幅
三
切
陰
び
ρ
b
d
昏
ゆ
騎
i
譲
）
も
吟
3
簿
㈹
⇒
霧
鱒
舅
「
・
「

　
男
δ
諺
ヨ
窪
霧
く
。
ユ
p
槻
（
頴
’
匿
舅
ぐ
）

基
督
鍛
患
想
の
理
解

　
近
來
、
我
が
國
に
於
て
も
、
墓
督
敏
、
　
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
申
警
思
耳
蝉
に

就
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
中
に
艮
、
動
叢
の
現
代
か
ら
の
輩
な
ろ

逃
遽
に
拠
ぎ
な
い
や
う
な
も
の
も
見
受
け
ら
れ
う
が
、
多
く
に
西
洋
思
想
の

源
流
に
湖
っ
て
、
齪
念
、
思
想
の
坐
成
奄
究
め
よ
う
と
す
る
眞
衝
践
な
努
力

で
あ
る
こ
と
ば
喜
ば
し
い
。
賢
際
、
カ
ン
｝
一
鶴
の
近
世
哲
學
、
否
カ
ン
ト

哲
學
そ
の
も
の
も
、
時
世
哲
墨
の
理
解
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
繹
存
萩
に
さ

巡

れ
、
域
ほ
少
く
と
も
、
賜
ざ
さ
れ
た
一
面
庵
開
く
こ
と
が
綴
黙
る
で
あ
ら
う
・

　
浄
、
の
未
完
成
の
「
ス
コ
ラ
的
方
法
乏
し
二
悠
潜
ほ
じ
め
、
學
界
未
踏
の
領
域

為
開
げ
る
幾
多
の
輝
け
る
研
究
な
有
す
ろ
斯
界
の
第
…
人
者
マ
ル
チ
ィ
ン
・
グ

ラ
ー
プ
一
、
ン
の
薪
著
「
カ
ト
容
ー
ク
紳
墨
斑
し
こ
そ
、
渇
欲
の
勲
拗
と
い
ふ
べ
き

で
あ
ら
う
。
軍
側
に
、
カ
ト
弓
ー
ク
榊
肇
を
、
そ
の
主
要
な
諮
形
態
と
諸
餓
向

－
と
に
就
い
て
叙
潤
し
て
み
る
が
、
そ
の
評
綴
の
認
確
、
詑
越
の
明
侠
、
誠
に
我

々
の
期
待
に
背
4
、
も
の
で
匿
な
い
。
特
に
、
著
潜
の
專
門
で
あ
る
盛
期
ス
コ

ラ
哲
學
と
掲
逸
玉
泌
患
葱
の
部
分
に
於
て
ほ
光
彩
葎
放
っ
て
る
る
。
併
し
、

後
期
の
叙
逃
に
於
て
ば
、
穂
無
窮
乾
燥
の
嬢
が
な
い
で
ほ
な
く
、
た
ゴ
人
名

、
と
書
名
と
の
羅
艦
列
に
．
過
ギ
訊
嫁
い
部
分
さ
へ
あ
る
。
併
し
、
こ
の
こ
と
は
本
蜥
雷

の
滲
考
書
と
し
て
の
廼
償
血
聴
も
減
じ
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ほ
、
巻
末

に
附
ぜ
ら
れ
た
詳
細
な
掃
蕩
農
錐
に
よ
っ
て
白
々
高
め
ら
れ
て
み
る
。

　
併
し
、
カ
レ
リ
シ
ス
ム
の
白
血
に
通
じ
な
い
護
漕
に
ほ
、
，
幾
百
の
榊
墜
潜

の
名
な
知
る
よ
り
に
、
そ
の
二
三
の
代
表
者
に
よ
っ
て
、
哲
學
と
紳
學
と
の

主
要
問
題
に
導
か
れ
る
方
が
優
っ
て
み
る
で
あ
ら
う
。
父
、
そ
の
手
引
と
し

て
、
ジ
ル
ソ
ン
の
三
部
作
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
、
ポ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
；
ラ

及
び
㍗
ミ
ス
ム
、
叉
は
セ
ル
テ
ィ
ラ
ン
ッ
ユ
の
｝
i
マ
ス
か
墓
げ
る
・
、
と
に

に
何
人
も
異
論
が
な
い
で
あ
ら
、
つ
Q
部
ち
、
こ
れ
ら
の
書
ほ
、
近
代
語
で
、

中
挺
教
禽
の
三
こ
入
の
世
界
像
存
提
示
し
、
重
代
的
意
義
葎
有
し
な
い
部
分

に
籍
軍
に
蓮
．
’
、
ろ
に
丘
め
、
黄
界
槻
の
形
塗
上
學
垂
幕
礎
に
震
黙
羅
置
い
て

み
ろ
。
そ
の
中
ツ
汐
ソ
ン
の
ト
、
、
、
ス
ム
試
講
國
語
に
移
さ
れ
て
多
く
の
談
活

な
欝
て
る
る
が
、
他
の
臓
書
に
も
二
障
が
あ
り
、
し
か
も
今
度
渡
行
所
の
移

渡
と
典
に
、
從
褒
の
争
須
以
下
に
引
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
2
＼
盆
々
我

一
〇
義



llO

哲
學
研
究
　
第
二
百
ナ
四
號

々
に
近
づ
き
易
い
も
の
と
さ
れ
て
み
る
り

　
既
に
郵
課
な
も
有
す
ろ
「
カ
レ
リ
シ
ス
ム
の
本
質
」
と
謡
講
な
研
究
「
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
精
帥
的
嚢
無
し
の
薯
者
と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
カ
…
ル
・

ア
ダ
ム
の
最
近
の
著
書
に
「
イ
エ
ズ
ス
。
ク
リ
ス
ト
ゥ
ス
」
が
あ
ろ
。
こ
の
大

翻
の
書
に
於
て
、
彼
に
自
由
主
義
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
聖
書
書
案

存
即
し
く
斥
け
，
暴
督
の
全
善
入
性
と
淋
筏
と
海
ば
、
カ
ト
リ
；
ク
の
立
揚

か
ら
附
明
し
て
み
る
。
し
か
も
、
こ
の
書
匡
二
三
十
年
來
屡
々
現
れ
た
力
七

号
1
〃
の
有
難
い
説
教
本
と
ぼ
、
そ
の
賢
母
な
客
齪
性
に
よ
っ
て
、
．
骸
瑚
さ

れ
る
べ
寄
・
愛
市
術
堂
協
で
あ
る
。

　
爾
ほ
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
及
び
ト
ー
マ
ス
。
ア
ク
ヰ
ナ
ス
に
就
い
て
も
、
注

饗
す
べ
き
　
…
三
の
研
究
が
現
れ
て
み
る
。
併
し
そ
れ
等
並
び
に
昨
年
十
一
”

↓
i
n
n
ル
山
誕
…
闘
薫
○
年
九
厘
瀬
職
ば
井
川
・
N
マ
勘
テ
ィ
ン
　
。
　
ル
ッ
テ
ル
げ
ト
臨
剛
す
る
幾
多
の
ノ

新
丈
献
に
就
い
て
逓
べ
る
こ
と
ば
・
次
の
澱
門
愈
に
…
議
ら
（
怯
油
り
れ
辱
ば
な
ら
な
い
。

　
　
ソ
炉
二
二
鄭
O
歪
訂
ご
鴛
”
影
”
σ
げ
O
翫
皇
μ
答
簿
。
飢
の
冠
騨
鴛
プ
。
＝
逡
げ
o
p
ρ
灘
お
。
－

　
｝
o
α
q
冨
も
・
o
答
今
諺
》
護
嚇
ド
亮
自
2
〈
鋒
。
挺
。
…
質
り
．
さ
野
ご
．
偽
㎞
・
望
．
L
＝
o
乙
鍵

　
痔
0
9
》
．
労
彰
．
O
瓦
O
…
ご
】
げ
鼠
串
。
昌
ズ
H
】
一
．
H
O
葛
O

　
　
聾
9
｛
二
飼
¢
蕾
三
品
O
巽
一
】
o
…
｝
霞
G
》
離
瞬
襲
職
毎
m
一
畳
。
窃
。
［
ご
。
”
り
霞
ず
。
…
一
語
。

　
膨
9
峯
く
2
昌
ρ
養
…
レ
．
U
．
も
陰
。
㎞
，
葺
【
欝
謬
頒
窪
鯛
U
9
・
プ
。
…
笥
σ
Q
o
械
7
0
§
誤
く
。
一
回

　
レ
タ
5
ピ
頃
〇
三
2
ご
〇
一
3
6
鱒
く
費
　
M
薦
男
．
＝
．
累
9
，
舅
｝
．
ヨ
周
．
o
ぎ
2
μ
甘
｝
汐
彰
・

　
刈
・
コ
っ
O

嗣
〈
嚢
H
＞
鐸
ご
】
ご
圃
＄
蕊
O
ぎ
，
望
p
ひ
〉
欝
察
穿
戸
た
”
　
一
一
ミ
翫
忽
〇
一
．
乞
）
『
2
，
「
・

古
典
の
旨
旨

コ
○

　
こ
の
方
癒
に
㎜
於
て
ほ
、
聞
徽
密
な
批
判
な
維
六
原
漉
興
の
刊
行
、
信
頼
す
べ
謎
、

醗
謬
、
並
び
に
既
に
、
古
典
的
と
も
い
ふ
べ
き
研
究
の
再
版
が
特
に
注
昌
に
値

す
る
。
さ
き
に
、
ビ
ュ
デ
の
叢
書
に
、
「
シ
ュ
ム
が
シ
ナ
ン
」
た
鐵
し
六
ロ
バ

ン
に
、
門
醸
近
「
パ
イ
ド
ロ
ス
し
の
漁
民
た
了
へ
六
。
こ
の
「
プ
ラ
も
ー
ン
の
愛
の

教
説
し
の
著
者
は
、
二
つ
の
愛
に
解
す
ろ
欝
話
篇
な
識
す
黒
磯
に
、
問
魎
為

再
び
取
上
げ
た
り
そ
し
て
，
彼
の
署
し
い
研
究
の
結
果
を
購
書
の
各
百
数
十

頁
に
も
…
冠
す
る
序
説
に
逃
べ
て
る
う
が
、
紙
癒
の
欄
限
ぱ
、
勢
、
奮
著
の
謬

照
為
仁
者
に
要
求
ぜ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
敦
。
か
く
し
て
、
既
に
稀
槻
本
に
鶴

し
表
本
薯
ほ
、
再
び
我
々
に
近
づ
き
易
い
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
宵
く
か
ら
、
信
頼
す
べ
き
テ
ク
ス
恥
と
誠
み
易
き
醗
諜
と
為
以
て
聞
え
糞

ロ
ゥ
プ
㎜
鍛
漁
口
に
、
銑
刊
の
も
の
二
七
〇
巷
葎
畑
漂
え
六
が
一
、
山
百
日
の
潅
…
涯
力
蛸
く

欝
ほ
新
に
禺
つ
る
も
の
の
数
ぱ
測
一
り
・
踊
り
難
い
。
　
新
朔
中
、
汁
｝
穏
す
べ
・
き

に
、
ア
リ
ス
ト
テ
ソ
ー
ス
「
形
海
上
學
」
上
巻
と
セ
〃
ス
ト
ゥ
ス
．
瓢
ン
ビ
リ
ク

ス
第
一
巷
と
で
あ
ら
づ
。
後
住
の
課
者
に
、
か
の
プ
ラ
ト
…
ン
の
「
プ
ィ
レ
：

瀞
ス
」
及
び
「
シ
ュ
ム
ポ
シ
オ
ン
し
の
狡
隅
田
版
、
勲
に
そ
の
他
の
研
究
に
よ
っ

て
知
ら
れ
て
み
る
ビ
ュ
ア
”
で
あ
る
Q
彼
の
「
シ
ュ
ム
ボ
シ
す
ン
」
は
、
今
凌

若
干
の
正
設
と
、
，
初
版
（
…
九
〇
九
年
）
以
後
の
新
研
究
に
欝
す
，
ろ
論
朔
と
し

、
て
、
序
…
説
に
・
七
冨
ハ
の
櫓
補
を
晶
那
へ
て
、
本
年
薪
飯
な
踏
・
し
歪
。

　
併
し
、
古
典
の
世
界
で
最
も
多
く
の
談
者
た
得
六
の
ほ
牛
津
の
碩
拳
ギ
ル

バ
ー
｝
。
窄
レ
…
の
「
ア
舜
ス
ト
フ
ァ
ネ
書
ス
し
で
あ
ら
う
O
賓
際
、
現
代
ほ
、

彼
の
如
三
囲
穴
な
ろ
｛
，
笑
ひ
の
哲
學
老
し
の
復
麟
た
要
求
し
て
み
る
。
併
し
、

彼
の
笑
ひ
に
、
無
郷
氣
な
笑
ひ
で
も
な
け
れ
ば
、
叉
野
象
准
惜
し
み
、
嚇
る
笑

ひ
で
も
な
い
Q
彼
の
笑
び
に
、
人
聞
の
理
性
に
根
擦
奄
有
す
る
笑
ひ
と
も
い
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ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
彼
の
内
心
に
、
艮
族
と
艮
族
と
の
友
交
た
希
ひ
、
階
級

と
階
級
と
の
融
湘
た
黎
ん
で
み
ろ
。
彼
に
愚
衆
の
償
上
た
慣
む
と
同
蒔
に
、
ミ

；
リ
テ
ー
ス
の
置
網
と
そ
の
残
酷
と
為
嫌
悪
す
る
、
入
間
の
研
究
者
で
あ
る
Q

彼
の
主
題
に
、
三
和
と
詩
と
血
忌
的
人
生
批
…
詮
と
で
あ
ろ
。
彼
ぽ
こ
の
三
者

に
就
い
て
笑
ひ
、
奨
ほ
ざ
る
た
得
な
い
。
但
し
、
第
一
に
就
い
て
に
笑
ひ
た

嶺
ま
ざ
る
存
得
な
い
。
難
し
、
墨
袋
の
褒
失
ぱ
、
終
極
に
於
て
症
全
署
の
動

物
的
な
ろ
擢
力
へ
の
屈
服
為
意
塾
し
、
そ
れ
ば
、
「
翼
劇
の
王
」
に
と
っ
て
す

ら
、
笑
っ
て
ば
愚
ゼ
ぬ
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
。

　
現
實
の
問
題
か
ら
歴
史
の
世
界
に
眼
な
演
じ
う
と
き
、
新
プ
ラ
ト
ー
ン
派

の
最
後
の
代
表
活
で
あ
・
り
、
浄
、
の
・
甲
世
折
目
隙
ず
に
胤
（
へ
．
六
影
郷
費
に
翻
し
で
、
渦
一
重

覗
し
得
な
い
プ
・
ク
ロ
ス
の
三
三
「
二
二
康
埋
し
の
校
訂
刊
行
が
見
灘
さ
れ
ろ

編
潜
に
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
希
糠
翫
敦
授
ド
ヅ
諸
士
で
あ
り
、
忠
實
な
醗
課
と

精
細
な
註
糧
な
附
し
た
良
心
納
な
出
版
で
あ
る
。

　
シ
ュ
テ
ン
ソ
ェ
ル
の
「
プ
ラ
ト
ー
ン
及
び
ア
曜
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
於
け
る
数

と
形
屈
」
は
再
版
葎
纏
し
た
。
そ
の
後
の
研
究
に
よ
る
約
闘
○
頁
の
櫓
補
が

附
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
彼
及
び
テ
ー
プ
サ
ッ
ソ
等
た
中
心
と
マ
る
、
骸
密
な
丈
獣

學
的
研
究
に
幕
き
、
特
に
イ
デ
ア
説
た
ギ
リ
シ
ャ
薮
學
と
の
聯
關
に
絶
て
見

よ
う
と
寸
ろ
プ
ラ
ト
ー
ン
解
羅
に
最
も
油
R
に
値
マ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
彼

等
の
業
肱
岨
に
、
機
關
誌
コ
9
葛
扁
｛
o
葭
葺
】
（
H
硫
ε
＆
o
離
斡
戸
＝
．
念
窪
。
窯
。
緊
。
（
囲
身

累
鎮
｝
｝
窪
多
巳
ψ
ン
滲
．
o
二
王
互
〇
三
ム
旨
、
ど
．
巴
な
、
だ
最
迂
策
二
谷
第
凶
澱
が
断
罪
）

に
於
て
兄
ら
れ
る
が
、
・
て
の
所
競
の
最
も
よ
露
．
・
概
齪
艮
本
・
二
四
載
の
シ
ユ
テ

ン
ソ
轟
か
肉
p
り
の
報
ル
育
に
よ
つ
♂
」
離
へ
へ
ら
、
れ
て
る
ろ
O

　
　
男
ぽ
ε
範
　
○
（
皆
’
『
劣
9
葺
】
削
蹄
無
。
。
。
｝
浦
．
9
ゴ
。
目
く
．
v
輌
ご
嗣
）
】
毒
〔
ぴ
・
P
　
客
梁
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雑

錐

鍵
ひ
頃
臣
貯
胤
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酔
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｛
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ご
ズ
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亭
（
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＝
．
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W
離
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鴛
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争
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R
U
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．
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篭
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瓢
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⑤
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＄
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軸
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五
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＾
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副
気
簿
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§
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．
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…
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凱
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N
ρ
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三
妊
（
ゴ
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一
．
7
F
3
訂
二
三
〉
”
∴
湾
0
8
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o
幹

鈴
2
．
づ
『
熟
田
。
諄
。
＞
二
識
■
剛
」
ユ
）
N
【
潤
欝
劉
、
朝
｝
三
…
｝
評
の
甲
、
【
メ
。
巳
）
コ
2
！
咽
欝
ピ
0
7

囮
δ
＝
岡
〃
ヨ
噸
日
河
鱒
。
O
O

我
が
齪
に
於
て
も
、
希
腋
軽
骨
の
貧
敬
す
。
へ
き
研
究
ほ
二
三
現
れ
て
み
ろ

一
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哲
學
研
究
　
箪
二
百
十
鍼
號

が
、
特
に
癖
ぐ
べ
き
ば
、
闘
磯
正
三
氏
が
軍
覇
で
プ
ラ
ト
ー
ン
杢
集
羅
諜
の
偉

業
た
計
蘭
肌
さ
れ
、
メ
ノ
ン
、
カ
〃
ミ
デ
ス
附
イ
愛
ン
、
ゴ
ル
ギ
ア
ス
の
三
巻

為
公
に
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
巧
な
語
聾
の
駆
使
に
よ
つ
て
、
多
く
の
譲
者
冷

プ
ラ
ト
ー
ン
に
導
き
、
鞄
大
の
賞
讃
な
博
さ
れ
癒
こ
と
で
あ
る
。
併
し
、
氏

の
萌
に
に
多
く
の
譲
…
難
が
横
っ
て
み
る
。
我
々
に
、
　
一
癖
煽
哲
學
的
内
容
の
豊

富
な
、
そ
し
て
今
臼
最
も
騙
心
庵
も
弘
1
1
れ
る
後
期
の
諾
欝
話
篇
も
、
氏
の
明

侠
な
る
筆
に
よ
っ
て
國
語
に
移
さ
れ
ん
こ
と
羅
切
嘉
す
る
。

　
最
近
に
、
東
京
急
設
書
房
ほ
ア
サ
ス
｝
テ
レ
ー
ス
全
集
の
鵬
版
た
幕
無
し

て
る
る
。
杢
二
十
巷
よ
り
成
9
、
豫
約
法
に
よ
ら
す
、
箪
行
本
と
し
て
潤
行
さ

れ
る
醜
で
あ
る
。
そ
の
穴
部
分
ぽ
既
に
澤
者
も
決
定
し
て
、
近
く
刊
行
量
定

の
も
の
も
二
三
あ
ろ
Q
本
誌
關
係
者
で
謬
加
さ
れ
ろ
の
に
、
山
内
得
立
氏
（
あ

ビ
カ
）
藤
非
義
炎
氏
〔
分
析
論
）
田
申
美
知
太
郎
氏
ハ
鷹
成
と
潰
滅
）
撚
掛
三
部

氏
一
門
コ
マ
づ
ス
編
倫
踵
學
）
篇
山
麓
単
氏
（
大
紫
徳
論
）
小
珊
清
熾
（
エ
ゥ
デ

モ
ス
編
倫
理
學
）
等
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
服
部
英
次
郎
輯
）

一
二

翻
　
髄
　
紹
　
脅

心
理
學
論
文
集
　
第
四
韓
質
本
心
理
毒
芹
第
四
圃
大
研
．
報
告
）

　
’
5
理
學
雲
客
學
土
物
學
等
と
麟
様
た
え
ず
ポ
ジ
チ
ヅ
な
研
究
に
よ
っ
て
進

渉
た
誘
け
て
暦
り
心
理
雛
の
専
門
的
研
究
に
從
帯
す
う
も
の
も
一
般
に
心
縄

…
學
－
・
轡
關
心
た
持
つ
も
の
も
之
た
無
…
親
し
て
そ
の
正
當
力
覇
鱒
識
た
得
ろ
こ
と
に

出
來
な
い
。
か
・
ろ
研
究
巨
ま
糞
縦
つ
六
触
書
に
於
丈
よ
瞬
も
雑
誌
に
於
て

學
愈
に
於
イ
、
獲
麗
さ
れ
ち
こ
｝
と
が
多
い
が
、
灘
誌
に
比
較
的
詳
細
な
記
蓮
た

許
す
代
り
そ
の
研
究
ほ
相
田
八
つ
入
ム
も
の
六
る
を
必
要
と
し
拐
載
さ
れ
る
論

丈
の
数
も
絹
當
限
定
さ
れ
て
來
ろ
濾
み
が
あ
り
、
か
く
て
心
理
畢
界
の
視
駅

に
欝
で
ろ
概
魏
的
認
識
奄
得
る
に
便
で
あ
ろ
黙
に
於
て
ほ
鶴
輩
に
し
て
鍛
の

多
い
心
理
継
倉
の
嚢
表
を
伺
ふ
に
潜
く
に
な
い
。
疵
の
「
心
理
學
論
丈
集
」
も

さ
う
云
ふ
墨
會
の
報
告
と
し
て
貴
重
な
便
利
な
文
獄
で
あ
ろ
と
云
に
ね
ば
な

ら
ぬ
。

　
牧
録
ゼ
る
研
究
匡
宿
題
報
皆
「
意
志
と
行
動
及
び
佃
性
」
（
大
脇
）
、
「
無
窓
識

の
闘
題
」
（
小
山
、
高
矯
、
千
葉
、
丸
井
、
小
富
、
勝
本
）
の
外
、
「
罷
の
成
立

條
件
」
〔
黒
田
亮
）
、
「
精
淋
蛮
活
と
蜀
立
燈
系
の
墓
底
的
聯
關
し
（
櫓
田
惟
茂
）
警

の
基
本
的
な
る
も
の
か
ら
音
響
、
色
彩
乃
葦
蓮
動
、
比
較
磐
に
關
す
る
一
般

心
理
學
的
な
も
の
、
見
童
心
理
學
、
未
開
人
の
心
理
學
、
精
瀞
分
析
學
、
巖

業
心
礫
學
弊
に
至
ろ
各
領
域
に
わ
六
る
も
の
で
典
の
鍛
八
十
五
に
上
っ
て
ゐ


